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研究会報告
普遍的構造による説明 否定 濃密な 混同 ･堕落 すごく































F 付録の付録 :言語と ｢もの自体｣


































































































































よくわからないが､本節で述べてきたような意味のそれ - たとえば ｢状
況の内にあることを強いられている私｣- ではないだろう13 14.ここで
いう意味で内部からものごとを理解しようとしているのは､脳研究者で
もカオス研究者でもなく､｢普通の｣文科系の研究者や (中井久夫のよう
な)すぐれた精神科医ではないだろうか･
13｢複雑系｣のいう ｢内部観測者｣が何であれ､それが十分わかりやすく説明され､
具体的なものであれば､それをあらかじめ拒否する理由はない.ただ､そうしたものを
求める気持ちについては､問題が ｢人間｣や ｢心｣である場合にはいくらか不安を感じ
る.ある日､誰かがやってきて､自分はお前の ｢内部観測者｣であると告げ､何かを私
の頭につけて測定し､お前には ｢カオス｣が無い､｢クオリア｣を感じ取る能力がない､
世界から ｢アフォー ド｣される能力がない､故にいくら理屈をならべてもお前は贋物の
人間だ､と告げるような悪夢は起きないだろうか.おいおい､そんな単純なことは主張
してないぞ､という人はphase1lphase2の議論を想起して欲しい･社会が受け入れ
るのは､あなたの深遠な議論のphase2版かもしれない.
14原稿を書き終わって､｢私より私のことを良く知っている｣かもしれないなにか､と
いう意味での ｢内部観測者｣について考えてみるのは有意義かもしれないという気がし
てきた.たとえば､親友 ･母親 ･病院の検査など.
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